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睾
丸
、
陰
嚢
皮
下
或

ハ
静
脈
内
二
下
種
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
登
病
後
片
側
睾
丸
テ
切
除
セ
ル
モ
ノ
数
頭
ア
リ
。

淋
巴
腺
摘
出
當
時
，
大
多
淫
二
於
テ
ハ
己
二
潜
伏
期
二
移
行
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
筒
少

鶴凱

n
陰
部
二
徽
…
出
毎
症
状
ノ
窺
存
セ
ル
モ
ノ
モ
ァ
Ψ
O

　
淋
巴
腺
ハ
鼠
蹟
及
ピ
膝
掴
腺
チ
用
ヒ
タ
リ
。
是
等
ノ
淋
巴
腺
ノ
摘
出
ハ
極
メ
テ
容
易

ニ
シ
テ
手
術
ノ
タ
メ
感
染
或
ハ
死
亡
セ
ル
モ
ノ
チ
見
ザ
リ
キ
。
大
多
轍
ノ
家
兎
ヨ
リ
ハ

各
二
頭
宛
ノ
成
熟
健
常
雄
家
兎
二
移
植
シ
、
少
数
ノ
モ
ノ
ハ
一
頭
三
二
移
植
シ
タ
リ
。

然
シ
テ
多
ク
ノ
場
合
二
摘
出
淋
巴
腺
ハ
其
儘
陰
嚢
皮
下
二
塁
公
判
〃
モ
少
数
ノ
毛
ノ
ニ

ハ
生
理
的
食
盤
水
浮
游
液
チ
作
り
華
丸
實
質
内
二
注
射
セ
リ
。

　
槻
察
ハ
、
宅
O
り
B
。
・
ハ
4
1
）
F
㌍
ノ
報
告
二
依
リ
テ
初
代
淋
巴
腺
移
植
後
三
ケ
月
間
陰

性
ナ
サ
シ
モ
ノ
及
ビ
途
中
他
ノ
原
因
一
＝
プ
死
亡
セ
〃
モ
ノ
ハ
薮
見
・
次
第
爾
…
側
鼠
蹴
躁
及
ビ

膝
掴
腺
チ
摘
出
移
植
シ
、
叉
移
植
後
日
術
淺
ク
シ
テ
死
亡
シ
、
先
山
挿
入
セ
ル
淋
巴
腺

組
織
ノ
碕
陰
嚢
内
二
四
存
セ
ル
モ
ノ
ハ
此
組
織
チ
モ
同
時
二
混
和
移
植
セ
リ
。

　
淋
巴
腺
ノ
感
染
性
ハ
菌
株
ノ
個
性
二
依
”
デ
モ
相
違
ア
伊
興
グ
（
国
。
自
①
（
1
3
）
）
叉
同
一

ノ
菌
株
ト
錐
モ
、
家
兎
睾
丸
ノ
二
士
同
轍
及
ビ
接
種
後
淋
巴
腺
摘
出
迄
ノ
期
間
ノ
長
短

三
二
俵
可
テ
モ
影
響
チ
受
〃
可
キ
ニ
就
キ
、
余
等
ハ
假
耳
二
通
過
怠
撒
二
依
リ
テ
家
兎

チ
排
列
シ
タ
．
り
。



第
三
章

實
験
　
成
績

　
　
　
實
験
第
鯛
　
確
實
徽
毒
陽
性
家
兎
ヨ
リ
ノ
淋
巴
腺
移
植
成
績
（
第
一
表
参
照
）

一
九
頭
ノ
徽
毒
家
兎
二
八
キ
一
入
頭
ハ
戚
染
二
一
〇
〇
一
三
〇
〇
日
二
、
一
頭
ハ
諸
等
二
六
〇
日
二
淋
巴
腺
移
植
ヲ
試
ミ
タ
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
め

　
第
一
表
二
叉
キ
テ
見
ル
昌
、
入
電
ヨ
リ
直
接
接
種
セ
ル
家
兎
八
頭
ヨ
リ
ハ
僅
カ
ニ

た
　
　
り
　
　
を
　
　
　
　
　
り
　
　
て
　
　
も
　
　
カ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
セ
　
　
も
　
　
ミ
　
　
カ
　
　
た
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
カ
　
　
も
　
　
う

性
ノ
成
績
ヲ
得
タ
ル
ノ
ミ
、
次
二
五
代
目
ヨ
リ
一
・
五
代
目
通
過
ノ
家
兎
一

も
　
　
あ
　
　
つ
　
　
ハ
　
　
も
　
　
ミ
　
　
ぬ
　
　
リ
　
　
へ
　
　
も
　
　
う
　
　
ぬ
　
　
で
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
サ
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
ヨ
　
　
リ
　
　
あ
　
　
ぬ

目
以
後
ノ
モ
ノ
ニ
於
プ
ハ
四
頭
共
二
陽
性
二
且
潜
伏
期
モ
ニ
入
i
四
一
日
ニ
シ
プ
他
ノ
モ
ノ
ニ
比
シ
テ
甚
ダ
短
シ
。

　
然
シ
テ
鼠
毒
腺
ト
膝
胴
腺
ト
ヲ
別
々
二
移
植
セ
ル
例
二
就
キ
テ
次
ノ
「
ネ
オ
、
ザ
ル
ヅ
ァ
ル
サ
ン
」
注
射
群
ノ
毛
ノ
ヲ
モ
合
セ
考
フ
ル
ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

鼠
膜
腺
移
植
ノ
方
精
好
成
績
ナ
ル
が
如
キ
モ
陽
性
叢
叢
ナ
キ
ヲ
以
タ
確
定
的
ナ
ラ
ズ
、
≦
。
二
話
働
二
依
レ
バ
鼠
蹟
腺
ハ
一
〇
〇
％
ノ
陽
性

成
績
ヲ
暴
ゲ
タ
リ
。

　
淋
巴
腺
ノ
陽
性
度
ハ
被
呼
家
兎
二
男
ケ
ル
第
一
期
及
ビ
第
二
期
潜
伏
期
ノ
長
短
或
ハ
徽
毒
症
状
ノ
輕
重
等
ト
ハ
全
ク
無
關
係
ニ
シ
タ
、

二
六
號
及
ビ
三
三
號
ノ
如
ク
腺
摘
出
當
時
、
術
陰
嚢
硬
結
ヲ
有
セ
シ
毛
ノ
ニ
於
テ
ス
ラ
陽
性
ノ
成
績
ヲ
得
ザ
リ
キ
。
五
二
號
ハ
淋
巴
腺
摘

出
時
迄
全
ク
無
症
状
ノ
モ
ノ
ナ
リ
シ
が
聞
モ
ナ
ク
左
眼
轟
角
膜
實
質
炎
ヲ
登
シ
、
幽
境
淋
巴
腺
家
兎
モ
陽
性
ナ
リ
シ
ヲ
以
プ
見
レ
メ
腺
摘

　
　
　
　
　
原
　
著
　
　
谷
・
柿
下
・
眞
田
“
徴
毒
「
ス
ぜ
ロ
（
ー
タ
」
ノ
家
兎
淋
巴
腺
中
二
於
ケ
ル
永
存
性
二
就
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
五
1

　
被
槍
家
兎
二
三
號
ヨ
リ
一
四
號
迄
ハ
人
類
ノ
徴
毒
材
料
チ
直
接
移
植
セ
か
モ
ノ
ニ
シ

デ
五
聖
ヨ
リ
A
2
1
號
迄
ハ
輔
　
過
菌
〔
秩
凹
チ
移
植
セ
ル
モ
ノ
ナ
甥
〇
五
二
一
號
ハ
感
…
染
後
…
淋
巴

腺
摘
出
天
時
迄
（
感
染
後
二
九
〇
日
）
ハ
無
症
状
ナ
リ
シ
が
其
後
一
五
日
チ
経
テ
左
眼
二

角
膜
晶
質
炎
チ
登
生
シ
摘
出
眼
｝
二
二
「
ス
●
パ
」
チ
証
明
セ
リ
Q
　
一
二
號
、
一
九
號
及
ビ

ニ
廿
號
ハ
腺
摘
出
當
難
詰
副
睾
丸
炎
ア
噂
。
二
五
號
、
二
六
號
及
ピ
三
三
號
ハ
陰
嚢
硬

結
テ
、
C
3
2
號
ハ
左
眼
角
膜
實
質
炎
テ
有
セ
リ
，
其
他
ノ
家
兎
ハ
何
レ
モ
第
二
潜
伏
期

二
入
レ
ル
毛
ノ
ナ
リ
。

　
二
三
號
ヨ
リ
一
四
號
迄
ハ
各
二
頭
宛
ノ
家
兎
二
淋
巴
腺
チ
移
植
シ
，
淋
巴
腺
家
兎
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

中
、
上
段
二
記
載
セ
〃
モ
ノ
ハ
（
A
5
5
、
A
加
、
A
6
3
、
A
硯
、
A
5
7
、
A
㎎
、
A
1
5
、

C
6
1
、
）
夫
々
ノ
被
槍
家
兎
ノ
左
側
鼠
襖
及
ビ
膝
閥
　
腺
チ
、
下
段
一
二
認
載
セ
ル
モ
ノ
ハ

（
A
6
6
、
A
6
0
、
A
6
4
、
A
O
2
、
A
5
8
．
A
翰
、
7
3
、
C
6
2
）
富
田
ノ
被
槍
家
兎
ノ
右
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

鼠
戸
及
ピ
膝
欄
腺
テ
移
植
シ
、
然
シ
テ
鼠
綴
暦
ハ
是
等
ノ
家
兎
ノ
左
側
陰
嚢
下
二
膝
腫

腺
ハ
右
．
側
陰
嚢
下
二
挿
入
セ
リ
、
被
検
家
兎
五
號
ヨ
、
障
三
三
號
迄
ハ
左
側
鼠
践
及
ビ
膝

掴
腺
チ
夫
々
一
頭
宛
ノ
家
兎
二
同
様
二
移
植
シ
C
3
2
號
」
ヨ
ソ
A
2
1
號
迄
ハ
爾
側
爾
種
淋

巴
腺
チ
混
合
シ
テ
食
盤
水
乳
麹
ト
ナ
シ
夫
々
一
一
二
頭
ノ
家
兎
ノ
雨
側
睾
丸
内
二
注
射

セ
リ
。

ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
も
　
　
セ
　
　
　
　
　
ね
　
　
へ
　
　
ね
　
　
ね
　
　
ゆ
　
　
サ
　
　
ネ
　
　
ね
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
な
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
カ
　
　
も
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
、
五
二
號
及
ビ
一
四
號
ノ
ニ
頭
（
二
五
％
）
二
於
プ
陽

ヵ
　
　
た
　
　
の
　
　
め
　
　
カ
　
　
へ
　
　
り
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
で
　
　
セ
　
　
ぬ
　
　
つ
　
　
ゆ
　
　
る
　
　
め
　
　
あ
　
　
　

　
一
頭
ヨ
リ
ハ
七
頭
（
六
三
・
六
％
）
二
於
プ
陽
性
ニ
シ
薯
殊
昌
入
代

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、



植
後
図
〇
日
間
ハ
無
症
状
ナ
リ
シ
カ
バ
勝
論
第
二
代
二
淋
巴
腺
ヲ
移
植
セ
ル
ニ
初
代
家
兎
ハ
、

ソ
ノ
後
ニ
ケ
月
回
シ
テ
藩
府
角
膜
實
質
炎

出
時
ニ
ハ
膿
内
「
ス
。
パ
」
ノ
増
殖
シ
始
［
メ
シ
毛
ノ
ナ
ラ
ン
カ
。

　
ぢ
　
　
あ
　
　
カ
　
　
う
　
　
も
　
　
ミ
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
ヵ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
で
　
　
ロ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
ロ
　
　
も
　
　
ロ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ

　
又
余
等
ノ
陽
性
家
兎
九
頭
ハ
初
代
家
兎
ラ
7
既
二
陽
性
二
出
タ
ル
毛
ノ
ニ
シ
ク
、

壷
中
五
二
號
ヨ
u
ノ
毛
ノ
ハ
初
代
家
兎
A
7
8
號
ハ
移
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－
り
6
6
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三
間
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三
期
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朋
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59P
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柵

鵬

糊

　
一
斗
材
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、
翻
酵
　
　
覧
感
株
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痩
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1
。
工

9
9
9
9
9
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記
雫
ヂ
」
扁
ン
ム
9
9
m

9
9
9
9
皿
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9
9
3
9
X

9
9
”
9
9
一
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P
”
9
9
9
3
1

”
＆
X

9
9
1
0
9
9

99g
皿

H
時
染
感

螂
－
躍

99

99

99

螂
1
1
／
1
1
6

鰯
m
押
3

螂
1
町
並

99

奄
P
2

72P
摂

99

P
2
7

”

溜
聾
V
駒

卿
－
町
鋤

家
號
検
番
破
兎

23

3
1
　
「

45

49

52

㎜

1
4
　
」

1
9

25

33

5
2
C

2
D

原
著

谷
・
柿
下
・
眞
田
“
徽
…
毒
「
ス
ビ
ロ
（
ー
タ
」
ノ
家
兎
淋
巴
腺
中
二
於
ケ
〃
永
存
性
二
食
デ

三
八
六



ヲ
螢
シ
、
二
代
目
家
兎
モ
四
〇
日
ニ
シ
テ
陽
性
二
出
国
リ
、
又
二
七
號
ハ
、
其
淋
巴
腺
家
兎
A
6
7
號
ハ
接
種
後
五
二
日
二
死
亡
シ
其
際
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
で
　
　
ぬ
　
　
ミ
　
　
　
カ
　
　
へ
　
　
も
　
　
う
　
　
う
　
　
ぬ
　
　
セ
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ら
　
　
コ
　
　
ぬ
　
　
り

二
二
蹟
腺
中
二
暗
親
野
卑
宗
法
ニ
ク
「
ス
・
パ
」
ヲ
登
見
シ
タ
ル
毛
ノ
ナ
フ
。
陰
性
家
兎
ハ
ニ
代
乃
至
三
代
ノ
淋
巴
腺
移
植
ニ
ョ
リ
プ
毛
依
然

へ
　
　
も
　
　
リ
　
　
マ
　
　
る
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

ト
シ
テ
陰
性
ニ
シ
テ
考
。
巨
畠
コ
・
・
〆
ノ
云
フ
が
如
キ
好
成
績
ヲ
得
ザ
リ
キ
。

　
次
二
陰
嚢
皮
下
二
移
植
セ
ル
場
合
ト
睾
丸
實
質
内
二
注
射
セ
ル
場
合
二
就
キ
テ
余
等
ハ
以
前
二
蘭
睾
九
内
注
射
ノ
方
好
成
績
ナ
ル
コ
ト

ヲ
報
告
セ
ル
壬
本
説
瞼
ノ
場
合
ハ
寧
ロ
睾
簿
記
注
射
ノ
モ
ノ
ハ
家
兎
通
過
同
数
ノ
翌
朝
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
ク
菌
カ
ノ
上
昇
セ
ル
結
果
ト
見

ル
ヲ
至
當
ト
信
ズ
。

　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
で
　
　
ヤ
　
　
カ
　
　
う
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
カ
　
　
カ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
ヨ
　
　
ミ
　
　
も
　
　
ミ
　
　
つ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
も

　
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
余
等
ノ
實
験
二
於
テ
ハ
、
一
九
頭
中
九
頭
（
四
七
・
四
％
）
二
陽
性
ナ
リ
シ
モ
ノ
ニ
シ
プ
之
ヲ
二
度
ノ
通
過
毒
（
日
昌
讐
－
巳
・

冒
邑
巨
。
・
。
。
亜
目
ε
ヲ
以
プ
實
験
セ
ル
報
告
ト
比
較
ス
ル
ニ
箕
島
。
δ
9
宅
巴
訂
茜
、
入
籍
・
五
％
、
O
冨
。
。
ロ
昌
戸
国
①
目
℃
働
⑥
入
＝
一
－
入
七

％
、
碧
き
訂
三
①
一
戸
朝
。
旨
5
働
蟻
○
％
、
d
乞
①
巳
三
階
F
Q
8
ω
ω
目
鉾
一
目
㈹
九
一
％
ニ
シ
テ
少
ナ
ク
モ
、
入
○
％
以
上
ノ
陽
性
成
績
ヲ
報
告

シ
、
余
等
ノ
場
合
ト
ハ
甚
シ
ク
差
違
ア
リ
。
是
ハ
余
等
ノ
菌
株
ハ
人
類
ヨ
リ
分
離
後
、
圓
術
淺
ク
家
兎
ヘ
ノ
菌
力
弱
カ
リ
シ
ニ
蹄
ス
可
ク

O
げ
①
㎝
口
①
畷
醒
．
園
Φ
き
℃
㊥
、
目
三
国
①
円
四
鰍
守
ノ
報
告
ト
一
致
セ
リ
。

　
　
　
　
實
駿
第
二
　
「
ネ
オ
、
ザ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
」
ヲ
以
テ
治
療
セ
ル
徽
毒
家
兎
ヨ
リ
ノ
淋
巴
腺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
植
成
績
（
第
二
表
参
照
）

　
八
頭
ノ
確
實
陽
性
徽
毒
家
兎
二
就
キ
、
中
五
頭
ハ
「
ネ
オ
、
ザ
ル
ヅ
ァ
ル
サ
ン
」
注
射
前
後
二
、
三
頭
ハ
治
療
後
二
贈
爵
及
ゼ
膝
腫
腺
ヲ
健

常
家
兎
二
移
植
シ
テ
化
學
的
治
療
習
；
ル
淋
巴
腺
ノ
滅
菌
度
ヲ
槍
査
セ
リ
。

　
第
二
表
二
八
テ
六
號
ヨ
リ
ニ
一
飽
迄
門
外
丸
内
二
、
B
l
及
ビ
B
7
號
ハ
静
脈
内
二
　
　
　
　
「
ネ
す
・
ザ
〃
ブ
ア
〃
サ
ソ
」
ハ
感
染
後
九
二
；
一
五
〇
三
目
二
磯
重
一
彪
二
就
キ
0
・

重
言
睾
丸
浮
…
母
液
チ
接
種
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
六
號
，
一
〇
號
、
二
一
號
及
ビ
B
l
號
ハ

「
ネ
ナ
・
ザ
ル
ヴ
ア
ル
サ
ソ
」
注
射
迄
ニ
ハ
己
二
臨
床
症
状
ハ
春
闘
シ
居
り
、
；
一
號
。

三
五
號
及
ビ
B
7
號
ハ
治
療
當
日
碕
陰
嚢
硬
結
淺
存
シ
ニ
0
號
ハ
睾
丸
實
質
内
二
看
貫

結
節
チ
有
セ
リ
。

　
　
　
　
原
　
著

谷
・
柿
下
・
眞
田
1
1
徴
毒
「
ス
ビ
ロ
（
ー
タ
」
ノ
家
兎
淋
巴
腺
中
二
於
ケ
ル
永
な
性
二
三
テ

〇
七
五
瓦
（
三
分
ノ
一
耐
量
）
チ
静
脈
内
二
注
射
シ
爾
後
五
日
目
毎
二
更
二
二
回
同
量
宛

チ
注
射
セ
リ
。

　
腺
摘
出
ハ
、
山
ハ
號
ヨ
“
り
一
二
五
一
號
…
迄
ハ
治
痔
塑
直
前
二
、
左
側
ノ
鼠
輩
及
ビ
膝
…
制
圃
腺
皿
チ
坤
個

出
シ
、
治
療
後
ノ
モ
ノ
ハ
第
三
回
藥
剤
注
射
後
，
二
週
一
一
〇
皆
目
二
右
側
ノ
同
上
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
七
1



　
　
　
　
原
　
著
　
　
谷
・
怖
下
・
眞
田
1
1
微
毒
「
ス
ビ
ロ
（
ー
タ
」
ノ
家
兎
淋
巴
腺
中
二
於
ケ
ル
永
存
性
二
恩
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
八
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巴
腺
チ
摘
出
セ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
號
ハ
治
療
後
左
側
雨
種
淋
巴
腺
チ
A
”
號
二
、
右
側
ノ
ソ
ソ
等
チ
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
號
二
植
缶
タ
リ
。
以
上
ハ
何
レ
モ
摘
出
腺
チ
其
儘
健
常
家
兎
ノ
陰
翼
下
二
移

　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
が
B
1
及
ビ
盈
7
號
ハ
爾
側
ノ
爾
種
淋
巴
腺
チ
食
盤
水
乳
剤

　
ノ
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
シ
デ
健
常
家
兎
ノ
雨
睾
丸
内
二
注
射
セ
可
。

瀕
薦
　
　
　
　
　
　
　
　
護
績
ハ
・
前
巖
ニ
モ
呈
如
ク
・
若
キ
糠
藤
移

　
テ
成
チ

簿
外
　
　
　
　
　
　
　
植
轟
上
上
讐
ナ
ル
ヲ
示
セ
シ
が
乱
切
験
昌
於
タ
モ

鰯
嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
講
艦
無
識
無
縫
髄
鞭
騨

　
ノ
　
ノ
後

　
ア
　
　
　
　
　
リ

　
ヅ
リ
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
有
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
、
二
〇
號
モ
移
植
當
時
睾
九
内
結
節
ヲ

　
レ
　
ヨ
療

　
ノザ
兎
殆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
セ
シ
が
陰
性
二
絡
レ
リ
。
而
シ
テ
何
レ
ノ
家
兎
モ
「
ネ
オ
、

齢
　
　
　
　
　
ザ
毒
ξ
三
同
注
射
裳
腺
移
植
蔭
性
ナ

　
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
キ
。

表
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
實
瞼
第
三
　
確
實
ナ
ル
徽
毒
材
料
ヲ
接
種
シ
テ

　
ニ
「

　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
症
状
ナ
ル
家
兎
ヨ
リ
ノ
淋
巴
腺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
植
成
績
（
第
三
表
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
實
ナ
ル
徽
毒
材
料
ヲ
接
種
シ
プ
、
同
時
二
接
種
セ
ル
他

ノ
家
兎
ハ
陽
性
二
出
潮
ル
モ
、
全
然
無
症
状
二
止
マ
ソ
シ
八
頭
ノ
家
兎
昌
就
キ
テ
腺
移
植
試
験
ヲ
試
ミ
タ
リ
。

　
八
頭
ノ
中
五
三
號
ヨ
サ
九
二
脱
迄
ハ
睾
丸
二
接
種
セ
ル
モ
ノ
、
B
2
、
B
5
こ
口
B
　
　
　
　
是
等
ノ
家
兎
チ
感
染
塵
置
後
九
二
一
二
九
〇
封
目
二
於
テ
淋
巴
腺
チ
摘
出
シ
、
五
三

8
號
ハ
静
脈
内
二
品
種
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
號
ヨ
リ
九
二
號
迄
ハ
左
側
爾
種
淋
巴
腺
チ
夫
々
A
8
0
、
C
2
1
、
C
6
5
，
C
窃
3
、
A
9
7
、

破検家

e三三
感染時日

感染材料

ﾛ株、濫影回

感染ヨリ

謌皷�｡
ﾃ迄ノ期
ﾔ

淋　巴　腺

ﾆ兎番號

経　　過

纈b、期間
結　　果

6 ケハα11926 1，　　5． 150日

＊1前コ　　．A　83　　　　21　　　　146日

o後　C87　2　　183 （一）

i一）

10 ，， ，，　　　　　　　，， 　 前　A84o後1。 1　　　90
Q　　　2δ6

（一）

i一）

13 ，， ，，　　　　　　，， ，， 前　A86N1、 1　　2竃2
Q　　　162

（嘔叢膜）　　（一）

，， ，，　　　　　　　，， ，， 前　A88o後　C60 2　　　269
Q　　　118

（一）

i一）

35 些／VHI　1926 ，，　　　6． 100 灌朧
1　　452　　　271

（＋礫陰嚢）　　（一）

21 ，， ，，　　　　　　　，， 120 隆　A99o後　AIGO 2　　　266
P　　　53

（一）

i一）

B1 21／1x1926 ，，　　　　　　，， 92 後　　147 2　　　164 　　（一）
P

B7 ，， ，，　　　　　　，， ，，

後　C88 1　　　88 （一）

　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一



第三表 確實ナル徽毒材料ヲ接種シク無症欺ナ
ル家兎ヨリノ淋巴腺移植成績

果結
過経

代数、一望
淋巴腺
家兎番號

り
迄
ヨ
出
間

染
摘
期

感
腺
ノ

　接種材料
菌株、通過代、材料

接種時日
被検家

兎番號

ヘ
ノ
　
｝
｝

（
（

16日

219
1
り
』

ラ
　｝一
（
（7
8

り
一
P
’

　
1

噌
1
9
翻

A　80｛
A　81

（C　21
1（］　22

290口
律
。
」

雫
ヂ
ム

扁
ン
一

　
工Ill．16f　ll　1　9．　2653

2，53t）s））tpt85

　
　一一
（
（

66
S9
　
21
3

C
c

6，P）

66
155tJttx．2！fVn　192612

ヘ
ノ
　
一
一

（
（

20
O6

1
0
4

i
g
63
61

39）tr）t113

　
ヘ
ノ｝
一

ノ
f
＼
（

F
O
4

6
ワ
6

り
酎
9
劃

0
μ
0
4

A　si7｛
A　9S

200
家：兎

睾丸
2．m．22／V　192692

（一）2562C　5392Jt6．r21／1X　1926B2

（一）2562C　511tItt15

（一）2419
回C　55

tJJt

　
い

」
B8

γ
デ
、
其
中
五
一
ゴ
ニ
號
及
ビ
五
八
七
號
ハ
横
疲
摘
出
後
二
十
四
時
間
同
二
十
種
セ
〃
モ

ノ
ナ
リ
〇
一
六
七
號
ハ
九
五
五
號
ノ
左
側
接
種
…
睾
丸
が
接
種
後
＝
二
〇
日
頃
ヨ
リ
漸
・
次

腫
大
シ
一
四
ケ
日
ニ
ハ
右
側
非
接
種
睾
丸
ノ
三
倍
大
ト
ナ
リ
シ
時
之
チ
摘
出
シ
テ
、
同

家
兎
ノ
左
側
睾
丸
二
移
植
セ
〃
モ
ノ
ナ
可
。
此
墨
壷
浮
游
液
中
白
目
「
ス
．
パ
」
チ
獲
見

　
　
　
　
　
原
　
著

谷
・
柿
下
・
眞
田
一
－
徽
毒
「
ス
ビ
ロ
（
ー
タ
」
ノ
家
兎
淋
巴
腺
中
二
於
ク
ル
永
存
性
目
鼻
テ

　
二
右
側
ノ
ソ
ソ
チ
A
8
1
、
C
2
2
、
C
6
6
、
C
6
4
、
A
膿
、
ノ
陰
嚢
下
二
挿
入
シ
B
2
、

　
B
5
及
ビ
B
8
號
ヨ
リ
ハ
国
側
爾
種
淋
巴
腺
ノ
混
合
食
堅
水
浮
游
液
チ
夫
々
一
頭
宛

　
ノ
健
常
家
兎
睾
丸
内
二
注
射
セ
サ
O

　
　
淋
巴
腺
家
兎
ハ
初
代
ヨ
リ
三
代
目
紅
毛
移
植
シ
、
九
ケ
月
二

亘
リ
テ
観
察
セ
ル
毛
ノ
毛
ア
リ
シ
が
途
一
二
頭
モ
陽
性
成
績
ヲ

得
ザ
リ
キ
。
是
等
ノ
家
兎
ハ
一
二
「
ス
・
バ
」
ヲ
磯
内
二
含
有
セ
ザ

　
ル
や
否
や
ニ
就
キ
テ
ハ
後
日
、
此
等
ノ
内
臓
移
植
試
験
ノ
結
果

ヲ
報
告
ス
可
シ
。

　
　
　
　
實
験
第
四
　
疑
問
ノ
材
料
ヲ
接
種
セ
ル
家
兎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
ノ
淋
巴
腺
移
植
成
績
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
表
参
照
）

　
　
臨
床
…
上
徽
　
主
可
ト
診
臨
剛
セ
ラ
レ
シ
患
者
｝
ノ
赫
一
料
ヲ
接
種
シ
タ
、

何
レ
ノ
家
兎
ニ
モ
十
王
陽
性
ノ
成
績
ヲ
得
ザ
リ
シ
家
兎
ヨ
リ
ノ

移
植
成
績
ナ
リ
。

　
　
被
検
家
兎
五
一
四
號
、
九
五
五
號
、
五
五
二
號
、
五
七
五
號
、
五
二
三
號
及
ビ
五

　
入
七
號
ハ
混
合
横
疲
ト
診
噺
セ
ラ
ソ
、
水
銀
剤
及
ビ
「
ザ
ル
ヴ
ア
ル
サ
ン
」
ノ
注
射
チ

　
受
ケ
シ
後
モ
一
国
溜
退
セ
ザ
サ
シ
横
疲
（
「
ス
・
パ
」
陰
性
）
チ
睾
丸
二
移
植
セ
ル
家
兎
ニ

セ
ザ
リ
キ
。
三
二
號
ハ
第
二
期
徽
毒
ト
診
断
セ
ラ
ソ
シ
患
者
ノ
血
液
（
「
ヲ
」
氏
反
鷹
強

陽
性
）
チ
接
種
セ
〃
モ
ノ
、
四
七
號
ハ
、
同
一
患
者
ノ
横
戸
（
「
ス
・
パ
」
陰
性
）
チ
左
側

睾
丸
二
移
植
シ
、
四
五
H
目
玉
ヨ
リ
同
睾
丸
腫
大
シ
テ
一
倍
牛
大
㍗
ナ
リ
、
其
儘
五
九

日
目
二
死
亡
セ
シ
チ
、
直
チ
ニ
．
同
腫
大
睾
丸
及
ビ
左
側
鼠
単
三
（
何
ソ
モ
「
ス
・
パ
」
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
九
1



第四表　疑問ノ材料ヲ接種セル家兎ヨリノ淋巴腺移植成績

原
　
著

破槍家

e番號
接種時日 　接種材料

ﾔ號、通過代、勅料

接種賞噂
B摘出迄ノ期間
淋　巴腺

ﾆ兎番號

経　　過

辮煤A期間
結　果

514 9／1工　1926 皿．　1．　欄蓋 288日 ／All 1　　　19旺

Q　　25儲

（一）

i一）

955 ，， ，，　　　　　　　，，　　　　　　　，， 300 A　8，oLA　9， 1　　　35
Q　　2う鼎

（一）

i一）

167 29／VI　1926 ・　乳質 160 A　91oA　92 1　　　32
Q　　137

（一）（一）

552 26／1111926 IV　　1・　横痘 ％0 lA　70
`A　71

1　　264
R　　264

（一）

i一）

575 ，， 　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　，， ，， A　72oA　73 1　　　53

Q　　113

（一）

i一）

523 27／1111926 鱒　　　　　　　　，，　　　　　　　，， ，，
A　74、oA　76 2　　151
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”．　Gross　m．ann　：　Med．　Klin・　1926，　S・　217，　Untersuchungen　tiber　das　Haften　d・　intravenOsen　lnfekt　ion　bei　d．　exp，　Syphilis　d．　Kaninchens．

ss）　Dieselben：　Klin．　W．　1927，　S，　292，　Weitere　Untersuchungen　zur　Frage　d・　latenten　（symptomlosen）　lnfektion　etc．．　S9）　Dieselben：

D．　m，　W．　1927，　S．　265，　Exp・　Untersuehungen　zur　Frage　d．　chernotherapeutisehen　Ausheilung　d，　Kaninchensyphilis．　40）　Dicseaben　：　C，

f．：B，1927，：Bd．　IO4，　S．166，　Zロr：Frage　d．工mmunit批bei　e叩．　Kaninchensyphilis．　　　41）Worms：D，　m．　W．1926，　S．785，：Erscheinungslos

verlaufende　exp・　Syphilisinfektion　beim　Kaninchen　u・　Affen．　42）　Derselbe　：　ebenda，　1927，　S，　959，　Oert］iche　Prophilaxe－Drti　senlcon－

trollverixnpfung　bei　Menschen　etc・　43）　Derselbe　：　C．　f，　B，　1927，　Bd，　104，　S，　239，　Weitere　Beitrbl．qe　zur　Frage　der　Drliseninfektion　bei

exp．　Kaninchensyphilis．
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